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　災害や感染症の想定外の事態が発生した非常時に、国が自治体に「指示が出せる」仕組みづくりを

進めようとしています。第３３次地方制度調査会の答申に沿った地方自治法改定案は、地方自治・地方

分権に逆行しています！非常事態だからと、強制的に人権と地方自治を奪うことに繋がります。　

国が自治体に「指示が出せる」仕組みづくりには反対です!!

保健所統廃合

住み続けたいまちを一緒につくっていきましょう！

災害に遭われた方々に心からのお見舞い申し上げます。

元旦から石川県能登地方の地震は、石川県をはじめ、新潟、富山、福井県と広域で
被害をもたらしました。お亡くなりになられた方々への哀悼の意を表します。
一日も早く復旧復興が進み、日常の生活を取り戻せるよう支援協力してまいります。
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活動をサポートしてください。
年会費は1,000円です。

カンパとボランティアで、暮らしの声を政治に届ける運動を３０年以上続けてきました。

「暮らしのための議会」を実現するため、みなさんのご意見や想いを聞かせてください。
生活って政治！

福岡市では、蓄電池システム導入に対して補助金制度があります。

(R5年 5月9日～ R6年 1月31日 ）※今年度の事業は終了しました。
福岡市住宅用エネルギーシステム導入支援事業

支援事業は毎年行っていますよ！

２０２３（R5)年度は、以下のような補助金制度等がありました。

・福岡市住宅用エネルギーシステム導入支援事業
・脱炭素建築物誘導支援事業（ZEB、ZEH-M 設計補助）
・福岡市次世代自動車の普及に向けた支援事業（電気自動車等・充電設備）補助金

調査活動

代理人（議員）が議会で提案

地下鉄で
実地調査を
しました

つなげていきます。

バリアフリーの充実 

不便地交通対策

子育てしやすい環境

豊かな自然環境

全国平均 先進事例 福岡市

政策へ

「不登校と読書環境の充実について」

「障がい者や子どもを取り巻く環境の充実」

「博多湾の環境保全について」 などなど・・・

これまでの提案・要望

声を集める

坂が多くて
たいへんよ

区役所近くも
地下鉄の

エレベーターが
欲しいなぁ

移動支援サービスは
もっと充実が
必要ですね

ボランティアスタッフ

「もっとこうだったらいいな」の声を私たちは議会に届けます！

福岡市環境基本計画（第三次）に基づき、再生可能エネルギーなどの導入・活用に
ついて市民や事業者の理解と行動を促進するため、毎年支援事業を行っています。

※

議案質疑12月
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福岡市の脱炭素支援事業
環 境

P.2 自衛隊名簿提供問題

P.4 福岡市の脱炭素支援事業
市民ネット情報

　私の家では、15年ほど前から太陽光パネル

を、2年前には蓄電池を導入しました。軽の

電気自動車を1年前に購入したので、電気代が

上がると思っていましたが、上がりませんでした。

自動車への充電は、蓄電池システムが蓄電池や

太陽光パネルから優先して充電するので、電力

会社からの購入が少なかったためです。

ガソリン代も一切かからない

暮らしをしています。　　　　Y・H

補助対象システム

戸建
集合

戸建
集合

２万円／（上限１０万円）
２万円／（上限１０万円）
機器費の１/２（上限４０万円）
機器費の１/２（上限２０万円）
定額５万円
※単体で設置する場合は、上限３００件

住宅用太陽光発電システム

リチウムイオン蓄電システム
Ｖ２Ｈシステム
家庭用燃料電池

補助金交付額 補助対象住宅

 各区の医師や保健師の一部を集め、保健所を「あいれふ」一カ所にし

て各区に新たに保健センターを配置し、各区保健所運営協議会を福岡市

保健所運営協議会に統廃合する条例案を上程。

突然すぎる議案の上程！　７つの保健所を一カ所に統合？

　丁寧さに欠け、市民や議会を無視した進め方に異議を訴え、条例案を取り下げる

ことを強く求めましたが、賛成多数で可決し、今年７月には、各区の保健所がな

くなります。機能低下を招かないか、市民の声と共に検証することが必要であり、　

同時に各区に保健所機能をきちんと置く条例に再検討することが重要です。

主権者である市民と共に、

住民のための体制構築が重要

　市医師会などの３団体が、市と医療機関等との連携や市

民の保健サービス等の充実を市に求め「保健所の機能強化

に関する要望書」を議会中に提出。

事前に関係機関での議論もされず

　区ごとの現場だから熟知・周知できる状況があります。

いくら迅速でも、国や県や市が正しい判断ではなかったこと

は、混乱を招いた学校の一斉休校でもわかります。豊富な人

材で人を看る、現場を視る、その経験が育成につながります。

現場あっての判断、現場あっての人材育成

　市内全域の感染症や措置入院などの対応を一括で担うと

し、指揮系統の一本化では、パンデミック時に迅速に対応

できない上、人は育たず弱体化は解決しません。

地域医療の弱体化問題　　統廃合は逆行

　保健所が７カ所あったから大変だったわけではなく、

人員不足で、専門性が必要な人材を育てきれてなかったこ

とが大きな問題です。統廃合ではなくその部署を増やし、

各区の体制強化を図る案なら、市民は納得ですよね！

人員不足で市民の健康は支えられない

真に人にやさしい、人がやさしいまちづくりを進めることを求め続けます！！

みんなの人権

大事です！

 「あいれふ」の部屋が減らされる分、　　　　　　　　

　市民が使えなくなることも問題。

P.1 保健所統廃合

P.3 老人福祉センター
学校あんしんメール
令和５年5回・6回福岡市議会（定例会）

市民の声を紹介します

太陽光パネル
蓄電池

電気自動車


